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気象庁HP
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/faq/faq7.html
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    カムチャツカ半島東方沖

M8.8



https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/eventpage/us6000qw60/finite-fault

http://geoscope.ipgp.fr/index.php/en/catalog/earthquake-
description?seis=us6000qw60

https://geofon.gfz.de/eqinfo/event.php?id=gfz2025otqm

各機関のすべり分布



https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/e
ventpage/us6000qw60/executive

周辺の過去の
地震活動



https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/e
ventpage/us6000qw60/executive
にUSGSのすべり分布を重ねた

周辺の過去の
地震活動

https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/eventpage/us6000qw60/executive
https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/eventpage/us6000qw60/executive


地殻変動の矢印はロシア科学アカデミー地球物理研
究所カムチャツカ支局のテレグラム
（https://t.me/s/kbgsras）より抜粋
https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/eventpage/us
7000qdyl/finite-fault
https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/eventpage/us
6000qw60/finite-fault

７月20日M7.5の地震
と30日M8.8の地震の
すべり分布と
地殻変動の比較



https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/eventpage/us
6000qw60/finite-fault

MacInnes et al., 2010
https://core.ac.uk/download/pdf/51140589.pdf

1952年と2025年の地震
のすべり分布の比較



Johnson and Satake (1999)の概要

＜1952年の地震の規模についてのまとめ＞

 1952年カムチャツカ付近の地震について、日本、北米、アリューシャン、ハワイ
の津波波形を逆解析してアスペリティ分布を推定

 震源断層モデルは12の小断層に分割

 解析の結果、平均すべり量は3.2m、Mw8.8。ただし、モーメントは過小評価の可
能性

 すべりの大きい領域は深い側２か所。最大11.4m（2-3mの不確実性）

 すべり分布と地震活動を比較し、大すべり域では余震が少ないことに言及。また、
過去の地震活動と比較し、大すべり域では過去にもM7、8の地震が発生している
が、アスペリティの再破壊ではないとしている

Kanamori (1976) M9.0 ひずみ計データ（計器が故障していた可能性あり）
Abe (1979) M9.0 津波記録
Brune and Engen  (1969) M8.8 ラブ波100秒間（100秒では足りない）
Okal (1992) M8.9 ラブ波とレイリー波



調417-(3)-1気象庁資料より抜粋

2025年の
地震による
津波

日本被害津波総覧（第２版）

1952年の
地震による
津波



https://www.adep.jp/public/img/78.pdf


